
※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。  ※住宅用火災警報器
の交換の目安は１０年 です。定期的に作動の確認をしましょう。
○消防法及び久米島町火災予防条例により、平成23年６月１日からすべての住宅に火災警報器の設置が
　義務づけられています。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は１１９番へお願いします。

　久米島町消防本部では、6月28日
（水）に「令和５年度署内救助展示訓
練」を行いました。この訓練は、近年
新たに導入されたロープレスキュー
という救助法について、各隊員がそ
の性質を熟知し、知識・技術を修得
することにより、複雑多様化する災
害現場でもより充実した活動を行う
ことを目的に実施されます。
　訓練では、同一想定を２隊に分か
れ実施し、各隊とも安全・確実・迅
速な活動を行うことは基より、ロー
プレスキューという新たな救助法に
工夫を凝らした活動を行いました。 ※ロープレスキューとは、山岳救助に使用する資機材（ロープ、器具）を活用し、

少ない人員で迅速かつ効率的に行う救助方法のことです。

　久米島町消防本部では、「令和
４年度特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業」の活用により、今年
７月から新救助工作車が配備され
ました。
　この救助工作車の特性は、後部
座席がバス型仕様となっていると
ころです。水難事案においては、
現場到着までに資器材を装着する
スペースを確保することができま
した。また、交通事故などで使用
するウインチやクレーン、破壊器具をはじめ、夜間活動で用いる伸縮装置付き照明などの最新資器材を積載し
たことにより、人命救助活動の向上を図ることが可能となりました。　

新救助工作車が配備されました！！

令和５年度　署内救助展示訓練実施

（　）は、令和5年累計

・救　急 ……………34件 （210件） 
・火　災 …………… 1件 （    4件）
・救　助 …………… 0件 （　 1件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  0件）
・その他 …………… 5件 （13件）

合計……… 40件 （228件）
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